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1令和４年度第５回定例会 

日 時： 令和 5 年 1 月 30 日（月）午後２時３０分から午後４時００分 

場 所： 本館 講座室 

出席者： （図書館協議会委員）委員５名 

（事務局）図書館長、中央図書館整備担当課長、 

企画運営係長、総務担当主査 

 

会長 令和４年度多摩市図書館協議会第５回定例会を開催する。 

本日は委員２名が欠席であるが、多摩市図書館協議会規則第４

条により会議は有効に成立する。 

事務局から配布資料の確認をお願いする。 

事務局 配布資料確認。 

会長 本日は議題が１件に報告が４件、その他 1 件全部で６件であ

る。 

議題１ 多摩市立図書館事業評価【外部評価】について、事

務局から説明をお願いする。 

図書館長 事業評価（外部評価）について資料５－１の通り昨年度と同

様であるが、スケジュール、評価の方法についてご協議いただ

きたい。 

スケジュールについて資料５－２の通り協議会を４回開催し

事業評価の決定をし、事業計画に反映していくと考えている。 

会長 評価の方法については、令和３年度より新しい方法でやって

いる。昨年と同様の方法で行うか。また、スケジュールは、例

年同様で行きたいとのことである。従前やってきた方法を踏襲

するか。新たな考え方をするか。 

基本目標ごとに１項目選んで評価していると、資料５－３に

あるように基本目標（１）だれもが使える図書館では、未評価

が１項目である。基本目標（２）子供へのサービスの充実では、

項目は一つなので、また同じように評価するのか。基本目標（３）

市民や地域に役立つ図書館では、未評価２項目、基本目標（４）

では２項目なので評価済み、基本目標（５）弾力的な管理・運

営では、未評価５項目である。１項目ずつ行っていると多摩市

読書活動振興計画の計画期間残り２年では評価しきれないとこ

ろもある。未評価の８項目を 2 ヶ年で評価を行うのか、いまま

でとやり方を変えて評価するとか選択肢はあると思うのでご意
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見をいただきたい。 

図書館長 読書活動振興計画に基づき、毎年度の事業計画を決めている。

この計画は、令和 2 年度までの計画であったが、計画期間を延

長し、令和 6 年度までとなっている。 

読書活動振興計画は令和６年度までで、令和７年度からは新

しい計画を策定して実施していくことになる。令和 6 年度は計

画策定の年度となる。策定委員会なども設けなくてはいけない

と思う。基本目標（２）子供へのサービスの充実は別の会議体

で進捗状況を把握している。 

会長 令和 6 年度は事業評価はできるのか。 

図書館長 評価はした方がいいと思っている。令和 5 年度は前倒しにし

て、例えば、令和６年度は事業評価は件数等を減らす考え方に

する。令和 4 年度の事業評価をする来年度は、今年度と同様に

5 つの項目を評価し、令和６年度は事業評価は件数等を減らす。 

早めに事業評価をすれば、次年度の計画に活かせる。 

会長 例年 5 項目評価をしている。今までのスケジュールを見ると

5 項目が限界かと思う。残り８本をやるにあたって６年度は計

画策定を行うので５年度にいつも通り行い６年度は評価を減ら

し、総じて評価を終わらせてはどうかという提案である。 

委員  お話を聞いて、前倒しで実施するのが良いのかなと思った。 

会長 評価項目については、４項目ずつ行うより令和 5 年度は５項

目、令和 6 年度は３項目行い、残りの 8 項目の評価をするのが

良いとの方向で行く。 

図書館長 項目選びは次年度でよい。項目を選ぶときに、基本目標（２）

子どもへのサービスの充実について、どのように評価していく

か、その時の委員のみなさんで決めてほしい。 

評価の方法については、そのように修正する。 

スケジュールについては例年通りでよいか  

会長 次年度は、中央図書館の開館年である。従来通りでよい。 

では以上で議題１は終了する。 

次に報告１「多摩市立図書館の開館時間の変更等」について、

事務局より説明をお願いする。 
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資料は５―４である。多摩市立中央図書館管理運営方針に基

づき図書館開館時間の変更について、現在例規等の変更作業を

行っている。 

現本館は５月７日で閉館し、中央図書館は７月１日の開館予

定である。移転準備のため５月８日（月）から６月３０日（金）

まで休館とする。 

中央図書館開館時間・休館日は、管理運営方針の通り７月１

日より変更する。開館時間は月曜日から日曜日及び祝休日も午

前９時３０分から午後８時までである。また、休館日は、第一・

第三木曜（祝休日は開館）と年末年始、特別整理期間とした。

なお、市民周知は、２月３日市公式・図書館ホームページ及び

館内掲示、たま広報２月５日号に掲載予定である。 

サービスの変更について、貸室運用を有料化する。中央図書

館活動室３室、関戸図書館活動室１室は７月１日利用分より貸

室使用料を設定し運用する。 

市の他の公共施設同様に施設予約システムを導入する。 

駐輪場の運用についても使用料を設定し出庫時に精算機によ

り徴収する。 

障がい者サービスについては、永山図書館から中央図書館に

バックヤードの拠点を変更し７月１日以降の窓口は中央図書館

となる。なお、対面朗読等のサービスは引き続き､各館でできる

ので、利用者サービスについては大きな変更はない。 

駅前拠点館及び地域館の開館時間等の変更は、４月１日より

行う。 

移転準備期間中は、本館での従来のサービスは利用できなく

なる。学校などに対する調べ学習事業なども来館によるサービ

スはできなくなる。学校へは校長会を通じてお知らせをしてい

る。 

なお、利用者向けとしては、予約資料の受け取り館の変更な

どはやまばと通信に細かく案内している。 

会長 質問等があればお願いする。 

委員 障がい者サ－ビスで、休館のため本を借りられない方に対し

ては、今まで通り借りられるのか。 

図書館長 基本的には永山図書館で実施している。 

6月末までは、今まで通り実施している。7月以降も同様に実
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施する。障がい者サービスを利用される方とは、電話でのやり

とりなどで受付をしているので、特に影響はないと思う。サー

ビスを中断することなく提供できると思う。 

委員 障がい者といっても、歩いて本館にならいけるような方で他

の図書館に取りにいくのはちょっと大変という方について、上

手く障がい者へのサービスを提供することはできないか。 

図書館長 障がい者サービスの宅配については、申込の際に状況などを

確認させていただき、対象となれば利用することはできる。対

象とならない方については、利用は難しいと思うが、障がい者

サービスとして行っている宅配サービスを広く周知していく。 

会長 確認であるが、中央図書館と駅前拠点館は休館日と祝日が重

なった場合は、開館するということだが、例えば、翌日は休館

とするなど振替休館日はあるのか。 

図書館長 翌日振替えることはない。 

会長 中央図書館が第１・第 3木曜日休館ということだが、職員も

休みになるのか。館内整理などで、仕事をしているのか。 

図書館長 職員は出勤している。会計年度任用職員は週 4日勤務である

ので、第１・第 3木曜日に全員が集まる会議などを開催したり、

または週休日とすることもある。まったく誰もおらず、休館し

ているということはない。 

会長 会計年度任用職員が一同に会することはあるのか。 

図書館長 基本的に休館日の木曜日は週休日としているが、第一木曜日

などに勤務日を変更して、全体での会議をすることもある。 

会長 事業評価で会計年度任用職員の研修やトレーニングが必要と

あったので、物理的に集まれる機会があるのかと思い、伺った。 

図書館長 現在も年 4回木曜日に全体で集まる会議を実施して研修など

をしている。そこは今後も変わらない。 

会長 他に無いようなので、報告１について終了する。 

報告２ 「(仮称）多摩市立中央図書館内カフェ出店候補者選

定に係るプロポーザル審査結果報告」について、事務局より説

明をお願いする。 
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中央図書館

整備担当課

長 

資料５－５の１ページ目である。今後 5 年間にわたり中央図

書館のカフェスペースを貸し付ける事業者を、公募型プロポー

ザル方式により選定した。 

最適候補者は、３５９．００得点で 特定非営利法人 障害

者自立支援センター多摩を選定した。月額貸付料５万円・敷金

５０万円。永山公民館で喫茶レスト、関戸公民館でカフェレス

トなな、永山でうどん店を運営している。２５年以上の公共施

設での実績がある。 

次席候補者は、３５７．３５得点で 株式会社 puncheon(パ

ンチヨン)を選定した。月額貸付料３万円・敷金３５万円。 

日野市や国分寺市、三鷹市で計６店舗を営業している。公共

施設の経験は無い。詳細は次ページ以降をご覧いただきたい。 

会長 最適候補者と次席候補者の点差が僅差であるが、決定的な違

いはなんだったのか。 

中央図書館

整備担当課

長 

最終的な審査講評というのを 5 ページに書いているが、一次

審査が書類審査、二次審査がプレゼンテーション審査であった。

点数を見ると書類審査の結果は障害者自立支援センター多摩が

10 点ほど上回っていた。同法人は企画提案書類の記載内容が非

常に充実していた。二次審査では、株式会社 puncheon が上回

っていた。民間事業者ということで型に縛られない柔軟性があ

り、意欲を感じた。結果的に 2 点に満たない非常に僅差となっ

た。 

会長 応募は 4 社あったということだが、他の 2 社はどんな企業か。 

中央図書館

整備担当課

長 

他の２社はいずれも民間事業者で公共施設の実績もあり、う

ち１社は大規模事業者であった。 

 

会長 質問がありましたらお願いする。 

設備的にはスケルトンで貸付か、貸付料は売り上げに応じて

ではないのか、１回だけの更新で終わるのか。 

中央図書館

整備担当課

長 

基本的な床壁やカウンター等の工事は市が建設工事の中で行

い、店舗の運営に必要な厨房設備等の追加工事は事業者が行う

整理としている。 

貸付料は現段階では売上等が見込めないので最初の５年間を

事業者提案の定額制とした。更新は１回のみとし、１０年後に

は再度プロポーザルを行う。その際に同じ事業者が再度提案す

ることも認める予定である。 
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会長 では報告２を終了する。 

次に報告３「本館閉館及び中央図書館開館に伴うイベントの

実施」について、事務局より説明をお願いする。 

図書館長 資料は５－６である。 

１は中央図書館開館ＰＲイベントの開催で、今までに実施し

てきたもの、今後行う予定のものである。多摩センター近隣で

のイベントに参加する。一つは、ハロウィンお話し会を実施し

た。3 月には多摩中央公園でパークライフショ―というイベン

トがあるので、パルテノン多摩 4 階にあるライブラリーラウン

ジでボードゲームや折り紙などの本を紹介しながらの体験イベ

ントと中央図書館の PR をする。また、多摩中央公園の樹木観

察ツアーと中央図書館の植樹イベントを行う。こちらについて

は、みどりの記憶をつなぐプロジェクトの一環として行う。 

２は、本館閉館イベントで１５年間利用して愛着を持つ方も

多いということで、５月の本館閉館に向けイベントを開催する。

市民から募集した１３件のアイデアから実施可能な参加型のイ

ベントを開催する。 

（１）は図書館主催のイベントで、メッセージの募集である。

また、二つ目としては閉館・開館のイベントアイディア募集で

５６件応募があった。三つ目は、閉館カウントダウンで現在実

施中である。その後は、中央図書館の開館カウントダウンを予

定している。また、本館を使って謎解きツアーを行う予定であ

る。 

（２）は市民協働イベントで、頂いたイベントアイディアのう

ち実施可能な５個について提案者と具体的に実施に向け調整し

ている。イベントタイトルについては、図書館ホームページで

も公表している。 

３は中央図書館開館直前イベントで、６月３日午後パルテノ

ン多摩オープンスタジオで講演会を検討している。 

４は中央図書館開館イベントで、図書館主催として、開館式

典・オープン記念イベントを７月１日から２日まで行う予定で

ある。 

市民協働イベントとして、実現可能なものを提案者と調整協

議している。7 月から 8 月にかけて行う予定である。 

全て閉館・開館イベント案として検討しているもので確定し

たらお知らせする。 
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会長 
事務局からの説明のあった報告３について、質問等があればお

願いする。 

委員 ６月３日開館直前イベント（講演会）は中高生向けと言う事

で大変興味があるが、講師等確定しているのか。土日は早く依

頼しないと埋まってしまっていることが多い。 

図書館長 ある程度、講師は絞っている。具体化と内容について調整中

である。 

会長 報告３は終了し、次に報告４「令和４年度蔵書点検報告」に

ついて、事務局より説明をお願いする。 

図書館長 資料は５－７である。 

令和 4 年度の蔵書点検の報告である。5 月 30 日から 7 月 1 日

の間に実施した。 

蔵書点検は、図書館資料の有無を確認することで、資料の現

状や紛失した資料について把握して整理をする目的で行う。Ｉ

Ｃタグを導入したため従来のバーコード読み取りよりスムーズ

にできた。IC タグが入る前は、休館日を含め 5 日間くらいかけ

て実施していた。 

点検の流れは資料の通りで、点検後、不明資料探しとエラー

処理を行った。 

結果として、不明資料数が昨年 912 冊から 413 冊に激減して

いる。特に本館の不明資料 535 冊から 130 冊と大幅に減少した。

関戸図書館や永山図書館入口に本の持ち出し防止装置があるこ

とで不明資料が減少していると考えられる。 

今後の課題は如何にして不明を減らしていくかである。 

また、点検は毎年でなく隔年で実施していくことも検討して

いきたい。 

会長 
事務局からの説明のあった報告４について、 

質問等があればお願いする。 

委員 不明本については督促等で弁償させることで解決ではないの

か。 

図書館長 弁償する場合は代わりの同じ本又は同じ価格帯の物等を持っ

て来てもらう。不明本は行方不明ということである。 

本館は資格取得のための資格本の不明が多かった。 

会長 その他１「第 14回子ども読書まつり「ほんともフェスタ」の



 - 8 - 

開催」について、事務局より説明をお願いする。 

図書館長 「ほんともフェスタの開催」についてのチラシである。 

見開きが小学生向けのチラシで、1枚物が中学生に配布するも

のである。 

令和 5年 2月 25日（土）から 3月 31日（金）まで「～ほん

はともだち ほんとにともだち～」イベントで毎年実施してい

る。 

「ワークショップ宇宙の広さって？」は、3月 25日午後本館

にて。スペシャルおはなし会は、各館にて実施する。 

ほんはともだち展示は、2月 25日から 2月 28日までグリナー

ド永山２階どんぐり広場・３階特設会場にて午前 10時から午後

6時まで、各学校図書館の司書が作成した展示のほか、中央図書

館紹介コーナーも設置する。是非ご覧いただきたい。また、3

月 6日から 3月 31日まで本館子ども図書室でも展示する。 

ほんともスタンプラリーは、健幸まちづくり推進室とのコラ

ボ事業で、台紙を各館及び、ほんはともだち展示期間はグリナ

ード永山どんぐり広場でも配布する。 

会長 質問等があればお願いする。 

ないようなので、本日の予定はすべて終了した。 

これで、令和４年度 多摩市図書館協議会 第５回定例会を閉

会する。 

 


